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編
集
後
記

　
『
言
語
文
化
』
第
三
十
三
号
の
特
集
と
し
て
、

昨
年
十
二
月
五
日
に
明
治
学
院
大
学
で
開
催
さ

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
創
造
・
伝
達
・
記
憶
の

場
と
し
て
の
版
画
」
の
報
告
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

イ
タ
リ
ア
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
、
フ
ラ
ン
ス

と
い
う
西
洋
美
術
の
「
三
大
中
心
地
」
の
周
縁

に
追
い
や
ら
れ
が
ち
な
ド
イ
ツ
語
圏
か
ら
見
た

美
術
史
の
地
平
に
光
を
当
て
、
ま
た
、
通
史
的

な
視
点
を
入
れ
て
近
世
以
前
と
近
代
以
降
の
研

究
者
の
対
話
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、
文
学
部

芸
術
学
科
美
術
史
学
系
列
（
西
洋
美
術
史
）
と

ド
イ
ツ
語
圏
美
術
史
研
究
連
絡
網
が
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
企
画
・
施
行
し
、
そ
の
記
録
を
『
言
語

文
化
』
誌
上
で
公
開
す
る
と
い
う
活
動
も
、
今

回
で
三
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
、
ド
イ

ツ
語
圏
の
美
術
で
は
特
に
創
造
し
発
信
す
る
場

と
し
て
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
き
た
版
画
を

取
り
上
げ
、
長
年
版
画
史
研
究
に
携
わ
っ
て
き

た
保
井
亜
弓
さ
ん
に
中
心
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、

途
中
か
ら
は
版
画
専
門
の
美
術
館
で
学
芸
活
動

を
リ
ー
ド
さ
れ
た
佐
川
美
智
子
さ
ん
も
加
わ
っ

て
、
企
画
を
練
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

お
二
方
を
は
じ
め
、
発
表
者
の
方
々
の
ご
尽

力
、
参
加
者
の
ご
協
力
、
そ
し
て
編
集
作
業
を

担
っ
て
く
れ
た
言
語
文
化
研
究
所
の
深
澤
比
呂

子
さ
ん
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
一
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
長
い
時
代
を

覆
う
こ
と
か
ら
来
る
制
約
は
あ
り
ま
す
が
、
版

画
研
究
の
現
在
を
垣
間
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
な
ら
ば
、
主
催
者
一
同
に
と
っ
て
幸
い

で
す
。	

	

　
　
　
（
大
原
ま
ゆ
み
）

＊

　
『
言
語
文
化
』
第
三
十
三
号
を
お
届
け
す
る
。

今
年
の
特
集
「
創
造
・
伝
達
・
記
憶
の
場
と
し

て
の
版
画
」
に
つ
い
て
は
、
大
原
氏
の
緒
言
を

参
照
さ
れ
た
い
。

　

特
集
以
外
の
寄
稿
の
う
ち
、「
中
国
独
立
映

画
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

︱
俳
優
ワ
ン
・
ホ
ン

ウ
ェ
イ
（
王
宏
偉
）
の
多
様
な
貌
」
は
、
六
月

二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
明
治
学
院
大
学
文
学
部

芸
術
学
科
・
言
語
文
化
研
究
所
共
催
の
講
演
会

「
中
国
独
立
映
画
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
：
俳
優

ワ
ン
・
ホ
ン
ウ
ェ
イ
（
王
宏
偉
）
の
多
様
な
貌
」

で
開
催
さ
れ
た
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
記
録
で
あ
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中

国
自
体
が
社
会
主
義
市
場
経
済
体
制
に
移
行

し
、
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
映
像
制
作
も

大
き
く
変
わ
っ
た
状
況
の
中
で
、
誕
生
二
五
周

年
を
迎
え
た
中
国
独
立
映
画
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
当
て
た
も
の
で
、
中
国
文
化
研
究
者
の
秋

山
珠
子
氏
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
研
究
家
の
マ

ー
ク
・
ノ
ー
ネ
ス
氏
、
本
学
芸
術
学
科
の
斉
藤

綾
子
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た
。『
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
』（
二
〇
〇
〇
年
）
を
始
め
、
北
京

電
影
学
院
で
同
級
生
だ
っ
た
賈ジ
ャ
・
ジ
ャ
ン
ク
ー

樟
柯
監
督

作
品
に
欠
か
せ
な
い
俳
優
と
し
て
知
ら
れ
る

王ワ
ン
・
ホ
ン
ウ
ェ
イ

宏
偉
（W

an
g H

o
n
gw

ei

）
氏
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
秋
山
珠
子
氏（
字
幕
翻
訳
家
、
中
国

文
化
研
究
者
、立
教
大
学
教
育
講
師
）、マ
ー
ク
・

ノ
ー
ネ
ス
氏（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
研
究
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者
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
教
授
）、
中
嶋
聖
雄
氏（
早

稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
准
教
授
）
中

山
大
樹
氏（
中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画

祭
代
表
）が
参
加
し
た
。
王
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
は
以
下
の
通
り
。
一
九
六
九
年
河
南
省
生
ま

れ
。
一
度
社
会
人
を
経
験
し
た
後
に
北
京
電
影

学
院
文
学
科
映
画
理
論
コ
ー
ス
に
入
学
、
そ
こ

で
同
級
生
だ
っ
た
賈ジ
ャ
・
ジ
ャ
ン
ク
ー

樟
柯
ら
と
「
青
年
実
験

電
影
小
組
」を
作
り『
小
山
の
帰
郷
』（
一
九
九
五

年
）
や
『
一
瞬
の
夢
』（
一
九
九
七
年
）
を
制
作
。

賈
樟
柯
監
督
の
『
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
』
で
も
主

役
の
一
人
を
演
じ
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
他

の
監
督
の
作
品
で
も
俳
優
と
し
て
仕
事
を
す
る

よ
う
に
な
り
、
戴ダ
イ
・

思シ
ー
ジ
エ杰
監
督
『
小
さ
な
中
国

の
お
針
子
』（
二
〇
〇
二
年
）、
王ワ
ン
・
フ
ェ
ン分

監
督
『
ス

ー
ツ
ケ
ー
ス
』（
二
〇
〇
七
年
）、
王ワ
ン
・
ビ
ン兵

監
督

『
暴
虐
工
廠
』 （
二
〇
〇
七
年
）、賈
樟
柯
の
『
罪

の
手
ざ
わ
り
』（
二
〇
一
三
年
）
な
ど
に
も
出
演
。

ま
た
、
北
京
独
立
電
影
展
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
、
栗
憲
庭
電
影
学
校
で
は
教
壇
に

も
立
ち
、
二
〇
一
一
年
か
ら
は
栗
憲
庭
電
影
基

金
の
ア
ー
ト
デ
ィ 

レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
活
動

し
て
い
る
。

　

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
斉
藤
の
開
会
挨
拶

に
続
き
、秋
山
氏
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン「
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
サ
イ
ラ
ム
と
し
て
の
中
国
独

立
映
画
」、
ノ
ー
ネ
ス
氏
の
「
ク
リ
ッ
プ
上
映

と
ト
ー
ク
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
『
王
宏
偉
の
多
様
な

貌
』」、
そ
し
て
、
参
加
者
全
員
が
集
ま
っ
た
パ

ネ
ル･

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
王

氏
は
中
国
独
立
映
画
の
設
計
図
を
築
い
て
き
た

中
心
人
物
で
あ
る
が
、
俳
優
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
・
教
育
者
と
さ
ま
ざ
ま
な
貌
を
持
つ
王
氏
の

起
伏
に
富
む
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

気
鋭
の
中
国
映
画
の
専
門
家
た
ち
が 

同
時
代

中
国
の
文
脈
に
迫
る
刺
激
的
な
機
会
と
な
っ
た
。

掲
載
さ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
か
ら
、

独
立
映
画
と
商
業
映
画
、
社
会
主
義
体
制
と
市

場
経
済
、
個
人
制
作
と
海
外
共
同
製
作
、
ア
マ

チ
ュ
ア
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
と 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
北
京
と
地
方

都
市
な
ど
錯
綜
し
た
文
脈
の
越
境
に
位
置
す
る

中
国
独
立
映
画
の
困
難
か
つ
力
動
的
な
現
状
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
メ
ン
ツ
ェ
ル
氏
の
「
護
ら

な
け
れ
ば
消
え
て
し
ま
う
？　

︱
︱
物
質
社
会

に
お
け
る
無
形
文
化
」
は
、
研
究
所
主
催
で

二
〇
一
五
年
一
二
月
二
二
日
に
開
催
さ
れ
た
講

演
会
の
発
表
原
稿
で
あ
る
。「
無
形
文
化
遺
産
」

と
い
う
概
念
の
背
後
に
あ
る
政
治
的･

文
化

的･

社
会
的
文
脈
を
確
認
し
な
が
ら
、
日
本
の

芸
術
史
に
お
け
る
文
化
政
策
と
し
て
の
重
要
性

を
指
摘
し
、
同
時
に
、
こ
う
し
た
政
策
は
実
は

芸
術
の
受
容
と
は
切
り
離
せ
な
い
問
題
で
あ
り
、

メ
ン
ツ
ェ
ル
氏
は
無
形
文
化
の
「
美
意
識
そ
し

て
鑑
賞
能
力
」
を
養
う
べ
く
教
育
制
度
と
の
連

携
を
示
唆
す
る
極
め
て
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
学
芸
術
学
科
の
映
像
系
列
の
専
任

教
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
前
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
日
本
映
画
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
第
二
回
は
、
映
画
監
督
の
篠
田
正

浩
氏
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
あ
る
。
大
島
渚
、
吉

田
喜
重
監
督
と
並
ん
で
「
松
竹
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
ヴ

ァ
ー
グ
」
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
篠
田
監
督

の
簡
単
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
前
説
を
参
照
し
て

頂
き
た
い
が
、
二
回
に
及
ぶ
長
時
間
の
イ
ン
タ

ヴ
ュ
ー
は
、
監
督
の
長
い
キ
ャ
リ
ア
の
う
ち
、

松
竹
時
代
ま
で
に
焦
点
を
絞
っ
た
も
の
で
、
監

督
の
幼
少
か
ら
学
生
時
代
の
映
画
体
験
と
共
に
、
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松
竹
と
い
う
日
本
を
代
表
す
る
撮
影
所
で
ど
の

よ
う
に
映
画
制
作
に
関
わ
っ
て
い
ら
し
た
か
が

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
伝
わ
る
内
容
と
な
っ
た
。
監

督
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
松
竹
時
代
に
つ
い
て

も
お
話
を
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
ま

と
ま
っ
た
形
に
な
っ
た
の
は
数
少
な
い
と
思
わ

れ
、
大
変
貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
依
頼
に
快
諾
さ
れ
、
長
時
間

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
篠
田

監
督
と
表
現
社
の
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
し
た
い
。

　

ま
た
、「
ホ
メ
ー
ロ
ス
輪
読
会
」
の
講
師
で

あ
る
生
田
康
夫
氏
が
ホ
メ
ー
ロ
ス
関
係
の
論
考

を
寄
稿
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
五
年
度
の
本
研
究
所
の
そ
の
他
の
活

動
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
し
て
お
き
た
い
。

　

五
月
一
五
日
に
は
、
研
究
所
主
催
講
演
会

と
し
て
、「( SC

O
T
LA

N
D

’S) N
E
U

! R
E
E
K

IE
! 

—
TA

K
E
 T

O
 T

O
K

Y
O
—

」
と
題
さ
れ
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
来
た
ア
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の

詩
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
音
楽
を
組
み
合
わ
せ

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
の

ポ
ッ
プ
ユ
ニ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ツ
と
詩
人
で

も
あ
る
本
学
英
文
学
科
ポ
ー
ル
・
ハ
ラ
准
教
授

が
参
加
し
た
。

　

五
月
三
一
日
に
は
、
言
語
文
化
研
究
所
・
日

本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
共
催
講
演

会
と
し
て
ス
イ
ス
・
ヌ
ー
シ
ャ
テ
ル
大
学
の

ダ
ニ
エ
ル･

サ
ン
シ
ュ
氏
が
、
キ
ュ
ス
タ
ー

ヴ
・
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
『
感
情
教
育
』
に
お
い

て
、
写
実
主
義
の
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
フ
ロ

ー
ベ
ー
ル
が
使
っ
た
《 Ce fu

t co
m

m
e u

n
e 

ap
p
aritio

n
 

》（「
そ
れ
は
一
つ
の
幻
の
よ
う
で

あ
っ
た
」）
と
い
う
謎
め
い
た
表
現
を
手
が
か

り
に
、
幻
（
幽
霊
）、
超
自
然
、
聖
母
マ
リ
ア

と
の
関
連
に
注
目
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
一
九
世

紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
全
体
へ

と
考
察
を
広
げ
る
《  Les ap

p
aritio

n
s d

an
s 

la litteratu
re fran

caise 

》
と
題
さ
れ
る
講

演
を
行
っ
た
。

　

六
月
五
日
に
は
、
明
治
学
院
大
学
文
学
部

芸
術
学
科
・
言
語
文
化
研
究
所
共
催
講
演
会

と
し
て
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
作
家　

ア
ン
・
兼
子 

上
映
と
ト
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ

た
。
米
国
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
を
拠
点
に
活
躍
い

る
イ
ン
デ
ィ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
作
家

で
あ
る
ア
ン
兼
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
ア
ー
チ

ス
ト
に
な
る
夢
と
国
家
へ
の
義
務
と
の
間
に
挟

ま
れ
た
日
系
二
世
の
若
者
ス
タ
ン
リ
ー
・
ハ
ヤ

ミ
の
日
記
を
も
と
に
、
一
六
歳
の
青
年
が
第
二

次
世
界
大
戦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
過
程
を
彼

の
視
点
か
ら
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『A

 

Flick
er in

 E
tern

ity

』（
シ
ャ
ロ
ン
・
ヤ
マ
ト

と
の
共
同
監
督
）を
上
映
、ト
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
一
二
月
一
七
日
に
は
、
研
究
所
主

催
の
講
演
会
「
心
理
学
か
ら
見
た
性
の
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
：
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
」
が
、
英
文
学
科
准
教
授
の
貞
廣
真

紀
氏
の
企
画
で
、石
丸
径
一
郎
氏
（
東
京
大
学
）

に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
国
内
外
の
情
勢
と
心
理

学
か
ら
見
た
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
い
た
。

　

一
二
月
二
三
日
に
は
、
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
で

「
明
治
学
院
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
リ
ス
マ
ス

２
０
１
５
」
と
し
て
、
松
江
か
ら
ハ
ー
ン
の
曾

孫
で
研
究
者
の
小
泉
凡
氏
に
よ
る
「
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
ケ
ル
ト
口
承
文
化
の
世
界
」

の
講
演
と
ケ
ル
ト
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
「
ア
イ
リ

ッ
シ
ュ
・
ハ
ー
プ
、
ギ
タ
ー
デ
ュ
オ
」
寺
本
圭
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佑
氏
と
山
口
亮
志
氏
の
演
奏
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ

ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
本
年
も
開
催
さ
れ
た
。

　

最
後
に
二
〇
一
六
年
三
月
五
日
に
研
究
所
主

催
で
、「『
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
』
上
映
公
開

セ
ミ
ナ
ー　

フ
ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
文
化

セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ラ
イ
ナ
ー･

ヴ

ェ
ル
ナ
ー･

フ
ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー
が
唯
一
ナ
チ
時

代
を
直
接
扱
っ
た
『
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
』

（
一
九
八
一
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
を
行
い
、
続
い

て
ド
イ
ツ
映
画
研
究
者
で
東
京
国
際
大
学
准
教

授
・
本
学
非
常
勤
講
師
の
渋
谷
哲
也
氏
が
「
自

壊
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
美
学

︱
フ
ァ
ス
ビ
ン

ダ
ー
が
『
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
』
に
込
め
た

も
の
」、
本
学
芸
術
学
科
教
授
の
斉
藤
綾
子
が

「
フ
ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー
の
リ
リ
ー　

浮
遊
す
る
声

と
増
殖
す
る
身
体
」
と
題
さ
れ
る
発
表
を
そ
れ

ぞ
れ
行
い
、
続
い
て
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

教
授
で
、
ハ
ン
ナ･

ア
ー
レ
ン
ト
研
究
翻
訳
者

の
矢
野
久
美
子
氏
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
と
し

て
加
わ
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

今
ま
で
失
敗
作
と
見
な
さ
れ
議
論
さ
れ
る
機
会

の
少
な
か
っ
た
『
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
』
を

め
ぐ
っ
て
、
フ
ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー
が
脱
構
築
す
る

「
ナ
チ
娯
楽
映
画
」
の
政
治
性
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
映
画
技
法
と
い
う
角
度
か
ら
考

察
し
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
研
究
所
で
は
上
述
し
た
「
ホ
メ
ー

ロ
ス
輪
読
会
」
の
他
に
も
、「
読
む
短
歌･

詠

む
短
歌
～
連
作
の
挑
戦
」（
講
師
・
石
井
辰
彦

氏
）、「
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
」
の
初
歩
文
法
・

中
級
・
上
級
講
読
講
座
（
講
師
・
金
子
佳
司

氏
）
が
続
け
ら
れ
た
が
、
今
年
度
は
「Syn

tax 

R
ead

in
g G

ro
u
p

」（
講
師
・
船
越
健
志
氏
）が

新
し
く
加
わ
っ
た
。

　

以
上
、
二
〇
一
五
年
度
も
多
彩
な
内
容
の
紀

要
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
所
員
、

委
員
の
皆
さ
ま
他
多
く
の
方
の
ご
協
力
、
ご
尽

力
が
あ
り
、
例
年
通
り
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
溢
れ
る

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。
来
年
は
新
所
長
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
文

学
科
ジ
ャ
ッ
ク
・
レ
ヴ
ィ
氏
が
就
任
予
定
で
あ

る
。
さ
ら
に
一
層
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
講
演

会
な
ど
が
期
待
さ
れ
、
引
き
続
き
研
究
所
の
活

動
に
関
心
を
持
っ
て
見
守
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
不
慣
れ
な
所
長

と
し
て
二
年
の
活
動
を
無
事
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
研
究
所
事
務
担

当
の
深
沢
比
呂
子
さ
ん
の
お
陰
で
あ
る
。
ぎ
り

ぎ
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、
い
つ
も
笑
顔

で
対
応
し
て
く
れ
た
深
沢
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

（
斉
藤
綾
子
）


